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新人保健師については、行政機関・医療機関・産業分野等の多様な分野で就労していること等による
研修体制の多様性に加え、研修内容についても保健師特有のものがあることから、新人保健師に求めら
れる内容を中心に、新人看護職員研修ガイドライン～保健師編～を別途作成しました。

新人保健師研修の理念

①保健師は、人間の生命、健康、生活に深く関わる職業であり、住民（労働者）の健やかな暮らし　　
と、生活者としての価値観及び人権を尊重することを基本とし、その基本的知識・技術及び倫理観は
生涯にわたって研鑽されるべきものである。新人保健師研修においては、専門職業人として成長する
上で生涯にわたり自己研鑽を積む基本姿勢を育成することが重要である。

②新人保健師研修は、基礎教育で学んだ知識・技術を土台に、実践活動を通して、保健師活動の基本的
視点を形成するための基礎となる研修である。

③新人保健師を支えるためには、指導者のみならず全職員が新人保健師に関心を持ち、皆で育てるとい
う組織文化の醸成が重要である。

新人保健師の研修内容と到達目標

【保健師活動実践能力の構造】
保健師活動の活動実践能力はそれぞれ独立したものではなく、コアとなる要素を中核に据え、保健師

活動を通して実践の場で統合されるべきものです。新人保健師研修では、保健師基礎教育で学んだこと
を土台にし、保健師活動実践能力を積み上げていきます。

新人看護職員研修ガイドライン～保健師編～

1. 活動の基本理念としての社会的
正義・公正

2. 生活者の視点による生活保障
3. 住民（労働者）及び家族等、
関係機関との信頼関係

4. 的確な保健師としての判断と
適切な健康の保持増進、疾病
予防の保健サービスの提供

5. 疾病管理における医療・介護・
福祉との連携したサービスの提供

6. 健康危機管理

保健師活動

基盤となる能力

1. 個人・家族・小グループへの支援
2. 集団・地域への支援
3. 施策化能力

専門職としての能力

組織人としての能力

自己管理・自己啓発
に関する能力

1. 研究成果の活用
2. 継続的学習
3. ストレスマネジメント、健康管理

1. 所属組織の理解
2. 職場内コミュニケーション
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